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研究成果の概要（和文）：在宅用の殺菌消毒液として水から簡単に作成できる電解水を生製する

２種類の装置の開発を行った。本装置はいずれも水を原料として強酸性から中性の電解水まで

を任意に作成できる画期的な装置で、本装置により一般家庭や長期療養施設などでの殺菌・消

毒における在宅ケアを行ううえで、大きな支援となるものと期待できる。 

 

研究成果の概要（英文）：Two kinds of apparatus of producing electrolyzed water as a disinfectant made 

from water at home were developed. These apparatus can produce some kinds of electrolyzed waters 

from strong acidic to neutral pH. When we perform home care by disinfectant, these apparatus can 

greatly support at ordinary home or long-term care facility.  

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

２０１０年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２０１１年度   700,000 210,000   910,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：人間医工学、リハビリテーション科学・福祉工学 

キーワード：生活支援技術 

 
１．研究開始当初の背景 

 在宅医療における問題点のひとつが長期
療養による体力・抵抗力の低下に伴う日和見
感染である。在宅ケアでは初期感染の予防が
重要だが、消毒殺菌剤は市販のものを目的に
合わせて数種類を購入し使用しなければな
らず、この点がマンパワーを要する在宅医療
にさらなる負担を家族に強いているのが現
状である。近年、水を電気分解すると、有効
塩素（AC）濃度に起因する強い殺菌力を有す
る電解水と呼ばれる水の生成されることが

科学的に証明された。この電解水の最大の特
徴は、強い殺菌力を有するが、使用後はただ
ちに AC の消失に伴い元の水に戻る点にある。
そのため在宅でも容易に生成、廃棄ができる。
近年、電解水の抗菌スペクトルも明らかとな
り、市販の殺菌消毒剤と同様に広範囲な殺菌
作用を示すことが分かってきた。また、電解
水の pH により、強酸性、微酸性、中性の電
解水に分類され、強酸性電解水は瞬発力のあ
る強い殺菌作用を示すが保存ができなく、微
酸性、中性電解水は生理的 pH を有し、持続
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性のある殺菌作用を示すなど、それぞれの特
性が異なることも分かってきた。 

そこで、在宅ケアに向けて電解水を利用す
るために、在宅での電解水生成装置と電解水
の特性を踏まえた利用法に関する研究を行
った。 

 

２．研究の目的 

 電解水は、その pH により強酸性から中性
までの範囲で生成される。pH が強酸性から
中性に向かうほど殺菌効果の持続性がみら
れ長期保存が可能となる。しかし、その生成
方法は、強酸性電解水は食塩水から生成する
が、微酸から中性電解水は塩酸を使用する。
在宅において塩酸の使用は好ましくないの
で、今回、食塩水から多種類の電解水が生成
できる装置を開発し、それら装置で作成した
各種電解水の殺菌効果を確認した。 

 

３．研究の方法 

 今回、２通りの方法で装置を作製した。 
（１）一つは、従来の２槽式電解槽で強酸性
電解水と強アルカリ性電解水を作成し、両液
を混合する方法である。この混合法では自動
混合装置を作製して、２槽式電解槽に取り付
ける形式である（図１）。 
（２）もう一つは、３槽式電解槽で、両端の
電解槽には強酸性電解水と強アルカリ性電
解水が生成するが、中央槽では強酸性と強ア
ルカリ性の電解水が混合し、微酸性から中性
の電解水が生成する形式とした（図２）。 
 
（３）電解水の利用に関する研究では、各種
電解水の殺菌効果および水溶液としての利
用だけでなく、氷としても利用が可能かどう
かを検討した。 
 

 
図１ タイマー制御による混合装置原理図 

 
図２．３槽式電解槽の原理図 

 
（４）本装置にて作成した電解水の殺菌効果
を３種類の細菌を用いて平板菌数測定法に
て観察した。 
 
 
４．研究成果 
（１）２槽式電解槽に取り付けた自動混合装
置により、強酸性電解水、強アルカリ性電解
水は従来どおり採水でき、タイマーにて強酸
性電解水：強アルカリ性電解水を 1:0.95 に
て混合すると pH 7.0、AC濃度 25 ppm の中性
電解水を作成することができた（図３）。 
 

 
図３．自動混合装置にて作成した電解水の

性状 
 

（２）３槽式電解槽で作成した電解水は、両
端槽には、それぞれ強酸性電解水と強アルカ



 

 

リ性電解水が生成し、中央槽では電気分解 15
分後に pH 7.0、AC濃度 20.3 ppm の中性電解
水が生成した（図４）。 

 
図４．中央槽における溶液性状の変化 
 
 

（３）強酸性電解水と中性電解水を冷凍庫に
て氷にして取り出し、自然解凍後、電解水の
AC 濃度の変化率を観察した。強酸性電解水の
氷では解凍後の AC 濃度が 60％に減衰し、解
凍後１時間経過した時点で初期 AC 濃度の
50％になった。一方、中性電解水の氷は、解
凍後も AC 濃度はほとんど減衰せず、解凍４
時間後も 80％の減衰であった。このことから、
微酸性、中性電解水は氷としても強い殺菌効
果が期待でき、在宅での新たなる利用法とな
るものと考える。 

 

 
図５．氷電解水解凍後の AC 濃度の変化 
 
 

（４）本装置にて作成した強酸性電解水と中
性電解水の殺菌効果は、表１のごとく、いず
れの電解水も３種類の異なる細菌に対して
強い殺菌効果を示した。特に、食中毒の原因
菌として知られるセレウス菌は芽胞を作る
ため強固な細菌だが、両電解水には強い殺菌
効果がみられた。 

表１．各種電解水の殺菌効果 
 

 細菌数

cfu/ml 

強酸性電

解水 

中 性 電

解水 

大腸菌 4.7×107  

cfu /ml 

0  

cfu/ml   

0  

cfu /ml 

黄色ブド

ウ球菌 

2.5×108  

cfu /ml 

0  

cfu/ml 

 0 

 cfu /ml 

セレウス

菌 

6.2×106 

cfu /ml 

0  

cfu/ml 

0  

cfu /ml 

 
 
今回作成した２種類の在宅ケアに向けた

多種類電解水生成装置は、いずれも強うい殺
菌力をもつ強酸性電解水と微酸性、中性電解
水の生成に成功した。また、微酸性、中性電
解水は水溶液としてだけでなく氷としての
新たな利用法も示唆できた。 
以上より、本装置にて作成した電解水は、

殺菌・消毒としての在宅ケアにおいて大いに
生活支援に貢献できるものと考える。 
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